










要約:東京都下の日本赤十字社 5 病院の産科施設は 1976 年 4 月以降,病院をベースとする

先天異常モニタリングを継続して実施している。今回は 1993 年 1 月から 12 月までに出産

した児の先天異常発生率を既報の 1989 年以降も含めて報告する。1993 年の全先天異常は

出産 1 万対 191.5,個別頻度は耳痩孔(19.5),副耳(16.2),唇口蓋裂(11.4),ダウン症候群,

母斑(ともに 9.7)の順であった。ダウン症の母体年齢 35 歳以上の発生頻度は 37.5 であっ

た。1989 年から 1992 年まで O/E 比が 3.1～5.7 と高値を示した無脳症を除く神経管欠損

群は 1993 年には 0.4～0.8 と低値であった。


